
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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紅葉姫
手下
手下

佐々木  崇志
田 村  和 也
佐々木 恵太朗

平 維 茂
相良蔵 人
八幡大菩薩
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半 田  徹
中 村  悠 哉
川 江  翔 太

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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山 本  貴 範
山 口  蕉
中 本  雄 己
山 口  莉 奈

　平安時代の中頃、武勇の誉れ高い信濃の守・中納言平維茂（たいらのこれもち）は、「信州・戸隠山に棲み、世の中に災いを及ぼ
している『鬼女』を退治せよ」との勅命を受けます。
　維茂主従は、戸隠の険しい道を登りますが季節は秋、艶やかに色づいた紅葉は陽を受けて燃えさかる炎のように美しい景色の
中で、姫に化身した鬼女が「紅葉狩の宴（うたげ）」を開いていました。主従は誘われるまま宴の客となり、酔い伏してしまいます。
　麗しき姫は、正体を現し取り食らおうとしますが、その時維茂が日頃より信心する八幡大菩薩の使神竹内ノ神が現れ鬼女を追
い払い『神剣』を授けます。正気を取り戻した主従は、鬼女との戦いに挑み、退治するという物語です。

第二幕『紅葉狩』（もみじがり）
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茨 木 童子
化 身

中 村  悠 哉
田 村  和 也
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渡 辺 綱
坂田 金 時
傘売り善兵

中 村  直 哉
中 本  雄 己
半 田  徹

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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佐々木  崇志
佐々木 恵太朗
山 口  蕉
佐 藤  雄 治

　大江山に棲む酒呑童子（しゅてんどうじ）の手下、茨木童子（いばらぎどうじ）は夜ごと都人に化相して戻り橋あたりに出没して
は、都民たちに災いをかけます。都の守・源頼光（みなもとのらいこう）の家臣・渡辺綱（わたなべのつな）が主命を受けて征伐に向
かいます。
　茨木童子は老女に化相し、通りかかった傘売りの善兵衛（ぜんべえ）に、傘を買うからと言って近寄ると、いきなり鬼女の正体を
現します。折しも渡辺綱が通ると女に化相して京の五条まで連れて行ってほしいと頼みますが、道すがら川面に映った女は鬼の姿
でした。
　魔術を使う鬼は、襲いかかり綱を倒します。そこに岩清水の神の弊を持った坂田金時（さかたのきんとき）が加勢して闘い、鬼の
左腕を切り落とすものの、鬼は北の空へと逃げ去っていきます。
　この物語は、腕を鬼がとりもどしに来る「羅生門」、そして丹波・大江山への鬼退治「大江山」へと続きます。

第一幕『一条戻り橋』（いちじょうもどりばし）

宮乃木神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
　平成10年に、広島県広島市安佐北区飯室の野原八幡神社を御祭神として設立しまし、阿須那系八調子を源流とする、梶矢
神楽団に師事を受けています。
　神楽とは何か？を考え、儀式舞、儀礼舞、能舞の流れをふまえ、先人たちの築き上げた心意気を学びたいと考えています。
設立から15年を迎え、年間40回を越える出演依頼を頂き、感謝しております。
　今後とも芸を磨き、見る人の心に残る神楽、また足を運んで頂けるよう日々精進していきたいと思います。

みやのきかぐらだん


